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平成28年２月期第２四半期累計期間業績予想と実績値との差異及び通期業績 
予想の修正並びに繰延税金資産の取崩し、減損損失の計上に関するお知らせ 

 
 平成27年５月15日に公表いたしました平成28年２月期第２四半期累計期間の業績予想と本日公表の実績値
との間に差異が生じ、また、最近の業績動向を踏まえ、平成28年２月期通期業績予想を修正いたしましたの
で、下記のとおりお知らせいたします。 
 

記 

１. 第２四半期累計期間業績予想と実績値との差異及び通期業績予想の修正について 

平成28年２月期 第２四半期累計期間業績予想数値と実績値との差異(平成27年４月１日～平成27年９月30日) 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 １株当たり
四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 (Ａ) 12,200 120 100 90 10.04

今   回   実   績   値 (Ｂ) 10,543 △285 △300 △437 △48.87

増   減   額 (Ｂ－Ａ) △1,657 △405 △400 △527 

増    減    率(％) △13.6 ― ― ― 

(ご参考)前期第２四半期実績 
(平成27年３月期第２四半期) 11,123 △313 △326 △398 △44.47

 

平成28年２月期 通期業績予想数値の修正(平成27年４月１日～平成28年２月29日) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり
当期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 (Ａ) 22,800 350 300 250 27.89

今 回 修 正 予 想 (Ｂ) 20,000 △85 △100 △240 △26.79

増   減   額 (Ｂ－Ａ) △2,800 △435 △400 △490 

増    減    率(％) △12.3 ― ― ― 

(ご参考)前 期 実 績 
       ( 平成 2 7年３月期 ) 22,641 △552 △574 △1,149 △128.23

 
 
２. 差異及び修正の理由 
 小売業界におきましては、消費増税による消費低迷や販売競争の激化が響き厳しい環境が続いており
ます。このような状況のなか、当社は、平成27年２月、株式会社イズミの連結子会社となり、あらゆる
面においてスケールメリットを活かしながら、イズミ主導で店舗の活性化を図ってまいりました。 
しかしながら、生鮮売上高比率の高いフレッシュ８店舗におきましては、顧客の魚離れ傾向を見越し

て生鮮売り場を縮小する一方、一般食品売り場を拡大し品揃えの豊富さと魅力で顧客の利便性を図って
まいりましたが、生鮮食品の売り上げ減少を補うまでには至りませんでした。 
その結果、営業利益、経常利益及び四半期純利益は当初見込みから下回る見通しとなりました。また、

通期予想につきましても、第２四半期累計期間の状況を踏まえ、営業利益、経常利益、当期純利益は当
初見込みを下回る見通しです。 
※業績予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成しております。 
実際の業績は、今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 



３. 繰延税金資産の取崩しについて 
 当期及び今後の業績見通しを踏まえ、繰延税金資産の回収可能性について慎重に検討した結果、平成
28年２月期第２四半期において、繰延税金資産の残額61百万円を全額取崩し、法人税等調整額に計上し
ております。 
 
 
４. 減損損失の計上について 
 当社は、平成27年10月19日開催の取締役会において、北九州市門司区の旧老松店を解体することとい
たしました。解体時期につきましては、平成27年11月中旬から平成27年12月下旬を予定しております。 
 これに伴い、「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、平成28年２月期第２四半期決算において、
減損損失18百万円を特別損失として計上することになりました。なお、本件につきましては、本日公表
いたしました「平成28年２月期 第２四半期決算短信」に反映しております。 
 

以  上 


